
○チラシ配布、ポスター掲示

・「小学生向け」及び「一般向け」の2種類のチラシを配布（P20、21 参照）.。

・小学生向け」のチラシは、全区立全小学生約8,200人に毎年度配布。

・「一般向け」のチラシ・ポスターは、区内公共施設や健康情報提供店（スーパー、公共交通機関等）

に掲示依頼。

○区報、ホームページ（電子申請）、あらかわケーブルテレビ、修了者に周知の協力を依頼。

○主管部署：職員によるプロジェクトチームを編成（医師１人、保健師9人、栄養士2人、歯科衛生士1人、

検査技師2人、事務1名）

○連携団体：当事業の修了者の会（コアメンバー約7名）

○20～64歳の働き盛り世代。区内在住・在勤・在学

あらかわNO！メタボチャレンジャー （開始：平成20 年度）

荒川区 ～働き盛り世代が仲間と健康を手にいれる事業～

人口 209,087人 （H27.1.1 現在） 老年人口化割合 23.2% (Ｈ27. 1.１ 現在）

○特別区の中でも男性の平均寿命が最下位、全国や東京都と比較して働き盛り世代の死亡率が高い。

○健康増進計画（19～23年度）で、働き盛り世代の健康増進を目標に掲げ、事業を開始。

背 景

実施体制

メインターゲット

国の健康増進事業費

○期間：5 ～11 月の6 ヶ月間 ○定員80 名 ○参加費：無料

○プログラム：開会式、基礎講座、ステップアップ講座、修了式（P21 参照）

※開会式と基礎講座は、平日と日曜日に同内容を実施し、どちらかを選択。

事業内容

補助金利用等

メインターゲットへの周知

仕事や家事・育児で多忙な中、暑さや寒さ、甘い物やお酒の誘惑など、様々な壁に直面し

ながら健康づくりに奮闘する参加者と、半年間、じっくり向き合う中で、参加者から学ぶこ

とが多いです。減量などの目標達成以外にも、「就活できた」「趣味が広がった」「家族や

職場での人間関係が深まった」という喜びの声も数多く聞かれ、スタッフ自身が達成感を

得ながら楽しく取り組んでいます。

○働き盛り世代への効果的な事業

○生涯続けられる私流健康づくり法

○修了後もOBとして継続支援

○修了者による自主活動で地域に拡大

○区民の誰もが生涯にわたって健康を保持し、充実した人生を送ることができる「生涯健康都市あらかわ」

の実現を目指す。

○健康づくりに意欲がある働き盛り世代の区民が、生涯無理なく継続できる「私流の健康づくり」を獲得 し、

メタボリック症候群などの生活習慣病の予防や解消を実現する。

○参加者が家族や地域、職場など身近な人に体験を伝え、自身の健康意識を高めると同時に、 周囲から

の支援を受けるきっかけを得る。そのことで、周囲に健康意識が波及する効果を狙う。

目 的 ・ ねらい

キーワード
担当部署:荒川区保健所 健康推進課

住 所： 荒川区荒川2－11－1

がん予防・健康づくりセンター内

電 話： ：03-3802-3111

ホームページ

https://www.city.arakawa.tokyo.jp/kurashi/

kenko/metabo/index.html

担当者からひとこと
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図1

図4

○中断者の発生防止

→担当保健師の関わり等の個別支援の充実。

○修了者のフォロー（リバウンド防止など）

→ＯＢ講座開催やメール配信など支援の継続。

→自主グループの育成支援。

○平成20～26年度までに621名が応募し、423名が修了。

○30～40代が最も多く、男女比はほぼ１対１。夫婦、親子の参加

もあり。修了者からの紹介で友人等も参加。

○修了時には、参加者のほとんどが肥満を解消。平均の体重減

少は約3～4kg（図1）、腹囲減少は約4cm。

○健診データ改善や、高血糖・高血圧などが改善したという声もあり。

○健康的な生活習慣を獲得し（図2．3）、多くの参加者が修了後（4か

月）も私流健康法を継続実施。（図4）

○修了者の自主グループが、平成24年度に結成され、地域で健康

講座や交流会などの自主的活動を開始。 結成当初、定期的に

連絡会を開催し、活動支援を行った。

○平成26年度に、これまでの参加者の取り組みのノウハウをまとめ

た健康情報誌「30代からの食う・寝る・動く ヒント集」（Ｐ21 参照）

（ダイジェスト版・冊子・PDF版・スマホ版）を、参加者及び自主グ

ループと協働で制作し、35～39歳健診事業で活用。

○糖尿病対策の一環として、参加者のうち糖尿病
及び予備群をターゲットにしたプログラムへの
応用。

○自主グループの自立支援と、新たな修了者の会

の立ち上げ（ソーシャルキャピタルの醸成）。

○健康情報誌を活用した普及啓発。

○参加者のモチベーションの維持向上 を重視して支援する。

①プログラムの工夫

・開会式で、半年間の目標と取り組み方を仲間と計画し、なりたい自分のイメージを明確にするグル

ープワークをする。

・運動と食生活の基本を学ぶ講座を早期に開催し、生活習改善を具体的に促す。（自己流による

怪我や事故防止）

・開会式、講座、修了式は、同じ年代及び性別で編成したグルー プによる交流を多く取り入れ、グル

ープダイナミクスを図る。

②日常的な支援

・メルマガの配信（週1回の生活習慣改善のワンポイントアドバイス、仲間の様子等）、通信の郵送、

個別相談。

・体重や食事内容などを記載する日誌の提供。

・歩数計や禁煙に関する本の貸し出し。

③中間期に取組と結果・成果を振り返るレポートを提出してもらい、個別にアドバイスを返信。

④参加者の有志に、取り組みを依頼し、毎月区ホームページに掲載。

○リーダーとなる人材を発掘・育成し、自主グループ化する。結成後は、財政面を含めた活動支援を行う。

○インセンティブ：歩数計等の貸出し、通信の郵送、メルマガ配信、区内共通お買い物券の提供。

留 意 点 ・工 夫

課題と対策 今後の目標 ・ 展開

修了後の様子 （修了4か月アンケート H25年度参加者 30名）

＊継続して取り組んでいる割合 97%
運動、歩数計の活用、生活の中で動く、塩分・お酒を控える、

野菜を多めに摂る、野菜から食べる、揚げ物を控える、体重・血圧測定、

測定の記録、ストレスをためない 等

＊取組を追加した割合 63%

＊中断した取組がある割合 21% 理由：仕事が多忙、天候、腰痛等

図3

図2

効 果（事業実績）
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★ 平成27年度 「一般向け」のチラシ 区内公共施設や健康情報提供店に掲示依頼、区ホームページに掲載等

★平成27年度 「小学生向けのチラシ」 区立全小学生約8,200人に毎年度配布

（資料） あらかわNO！メタボチャレンジャー
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★ 平成27年度 「申込書」 「一般向け」 ・「小学生向け」のチラシの裏面

★ 「健康情報誌」

PDF版を荒川区HP（下記のＵＲＬ参照）で掲載しています。

（http://www.city.arakawa.tokyo.jp/kurashi/kenko/topics/li

festyleupdate.files/sassi2.pdf）

★ 開会式のグループワーク

★ 修了式のグループ発表
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  〇年2回、特大号として広報を実施。区報（約11万部）の全面を使用した特大号を発行（Ｐ24 参照） 

  〇複数の研修会の案内冊子を年3回発行し区施設等に配布（Ｐ25 参照） 

  〇ホームページ、メールマガジン（健チャレニュース） 

              

 ○主管部署：保健福祉部地域保健課保健事業グループ（栄養士1名、保健師1名、事務8名 計10名） 

 ○協力部署：健康関連事業実施のすべての関係部署         
  ○連携団体：健康チャレンジ応援団(民間企業、地域団体、健康づくり養成事業の修了者） 

  
  ○20～74歳の区内に在住、在勤、通学者で健康意識 
  が低く、なかなか生活習慣改善に取り組めない方 

担当部署 ：保健福祉部地域保健課 

住   所 ：豊島区東池袋1-20-9  

                 池袋保健所4階 
電   話 ： 03-3987-4660 
ホームページ： 
https://www.city.toshima.lg.jp/kenko/kenk
o/kenkochallenge/index.html 

 としま健康チャレンジ！       （開始：平成２１年度） 

豊島区 ～地域で支える健康づくり 対象事業に参加してポイントを集めてみよう～  

               人口  275,507 人 (Ｈ27.1.1 現在）      老年人口割合  20.40 %  (Ｈ27.1.1 現在） 

 〇健康づくりリーダー養成事業の卒業生の活動する場が見つけにくいなど、事業の見直しが必要な 

   時期に、卒業生との座談会で、健康づくり事業に対する意見をもらい、ポイント制のヒントを得る。 

 〇企業との協働事業を積極的に行う区の方針や区長の健康づくり事業への後押しがあった。 

背   景     

実施体制 

メインターゲット 
   
  東京都医療保健政策区市町村包括補助事業 

  

 ○期 間：平成26年6月1日～平成27年3月6日 

 ○場 所：各プログラム会場 

 ○参加費：多くは無料。（民間スポーツ施設の利用、応援団主催プログラムは有料もあり） 

 ○申込方法：電話、窓口、ＦＡＸ・はがき、パソコン、携帯電話（バーコードからアクセス） 

 ○内 容：健康チャレンジ！のプログラム等に参加しポイントを獲得。 

  ・「知ってチャレンジ」：各種講座用に参加、イベントにてパネルを見ながらクイズに挑戦 

  ・「やってチャレンジ」：スポーツ施設の利用、測定会、マイペースチャレンジ※に参加 

   ※マイペースチャレンジは自分で実施 （健診の実施・体重管理・食事バランス・運動記録等） 

 

  

  

  

  

  

     

補助金利用等 

メインターゲットへの周知 

 

  

 

    

 

 

    

 

  

 

 

 

      

 

 

 

  

  ○生活習慣改善をしたくてもなかなか行動をおこせない、知識を持っていない人の健康への意識向上や 

   少しの行動変容のためのきっかけづくりを目指す。 

  ○「健康チャレンジ応援団」（※）による地域全体の健康意識の向上。 

 目 的 ・ ねらい 

事業内容     

              

 「としま健康チャレンジ！」を応援する協賛企業、団体、グループ。74団体（平成27年1月現在） 

  〇事業の計画、実施に参加。 

 〇区内民間のフィットネスやリラクゼーション施設の利用はチャレンジ応援団の施設を活用。 

 〇応援団企画プログラムの計画・実施、抽選会賞品の提供等。 

※ 健康チャレンジ応援団 

○いつでも、だれでも、どこでも  

○ポイントためて、賞品をゲット 

○企業等を巻き込み 

  地域全体で楽しい健康づくり 

キーワード 
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対象事業に参加してポイントを集めてみよう～  

 

 
 

 

  ○開始から平成26年度現在までのカード発行数延約8千人、総参加者数4万人を超えた。参加者は 

  口コミ等で年々増加傾向にあり、30歳代の若年世代の参加も増加。 

  ○チャレンジの認知度は26年3月実施区民健康意識調査では、18％の住民に認知されている。特に 

  60歳女性では25％を越えており、4人に1人は、チャレンジ事業を認知。 

  ○チャレンジ講習会時アンケートより、「この1年で健康診断を受けた者」は89％で、区民意識調査の 

     同質問79.3％を上回っており、チャレンジ参加者の健康行動実践力の高さが伺える。 

 
 〇今後の健康課題にあわせ、生活習慣病の 
    重症化対策としての位置づけを勘案し、健 
    康習慣の維持継続できる区民を増やすこと 
    を目的とした仕組みの導入を予定。 
 〇地域づくり（ソーシャルキャピタルの醸成）を 
    目指し、地域店舗、企業を巻き込んだ健康づく 
    りの展開と新たな地域振興の要素をアピール。 
 

 

  ○ポイント制やプログラムについて 

 ・「知ってチャレンジ」と「やってチャレンジ」の知識と実技の両方にバランスよく参加する仕組みで、参加者 

    がそれまでに不足していた部分を補足することで、意欲の変化や行動変容につなげる。 

 ・若い世代に参加してもらうために、土、日曜日、平日の夜間に開催。 

 ・実施会場に出向かなくても参加できる「マイペースチャレンジ」のプログラムは日常生活で気軽に取り組 

    め、人気がある。また、事業すべてを自治体主導で実施するより職員の負担も軽減される。 

 ・抽選会を盛り上げるために、健康チャレンジ区民団体、企業と協働して企画を計画、実施している。 

  ○「健康チャレンジ応援団」の募集 

 ・参加企業は保健所に出入りしている身近な業者から声をかけて開拓。 

 ・応援団募集時の説明は必ず訪問を心がけ、応援団参加メリットを具体的に伝える。（応援団実績等） 

 ・「応援団」に参加するメリット（ホームページや広報等で企業名を公表してイメージアップ、フィットネス施 

      設の集客や宣伝効果等）に理解を得られる企業を獲得。区内の企業に限定しない。 

 ・区内に本社がない場合は、本社への問い合わせも密に実施。本社は東京都内なら訪問し、交渉。 

 ・地元区民への広報で、企業イメージが向上する旨を訴える。 

 ・最近では、既にチャレンジ応援団になっている企業からの紹介も増加中。 

わざわざ足を運んでまで聴きたくなる講習会の企画や、若い世代（30～40歳

代）の取り込みを意識した「演題のネーミング」「チラシのデザインの工夫」など、

常に区民の立場に立って考えることを係全員で意識しました。 

今後は、健康行動を継続し続けたくなる仕組みづくりが必要です。 

〇本事業を知らない方（特に若い世代）への周知 

 方法。 

〇コンビニ等、区民とって身近な企業、団体等の 

 「健康チャレンジ応援団」への参加。 

〇会場に出向かなくとも自分で気軽に取り組むプ 

 ログラム（マイペースチャレンジ）の項目追加。 

〇健康行動をし続けるための仕組みの再編成。 

留 意 点 ・工 夫     

課  題    今後の目標 ・ 展 開    

★運動プログラムの様子 ★民間キッチンスタジオでの 

 食育講座 
★抽選会の様子 

効  果（事業実績）    

担当者からひとこと 
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（資料）  としま健康チャレンジ！        

★区報 「としま健康チャレンジの特大号」 

 年2回、区報（約11万部）の全面を使用して発行 
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★「健康チャレンジ！だより  ネーミングを工夫した複数の研修会の案内冊子。年3回発行し区施設等に配布 

  ＵＲＬ  http://www.city.toshima.lg.jp/209/kenko/kenko/kehatsu/kenkochallenge/014068.html 
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 ○広報室シティプロモーション課と協働し、ターゲット別の効果的なチラシ、冊子等啓発媒体を作成。 

              

 ○主管部署：こころとからだの健康づくり課（保健師1人、事務4人、その他3人）、各保健センター保健師66人 

  ○連携団体：各住区センター・保健センターの健康づくり推進員、医師会、歯科医師会、飲食店等 

  

 ○幼児期から50歳代までの区民 

担当部署: 足立区衛生部 

       こころとからだの健康づくり課  

住   所： 足立区中央本町1-17-1        

電   話： 03-3880-5433  

http://www.city.adachi.tokyo.jp/kokoro/f

ukushi-kenko/kenko/diabetes.html 

健康増進事業 足立区糖尿病対策アクションプラン （開始：平成25年度） 

 足立区  ～もっと笑顔、もっと長寿 あだち元気プロジェクト～ 

              人口  674,111人 （H27.1.1 現在）   老年人口割合   24.15 % （H27.1.1 現在） 

 〇平成13年度の健康増進計画「健康あだち21行動計画」の取組は健康づくり推進員（以下、「推進員」 

   という）の増加やさまざまな団体・機関と連携した活動が進んだが、区民の健康状態を本質的に改善 

  するには至らなかった。 

 ○平成25年度「健康あだち21（第二次）行動計画」策定の際に、過去10年間の健康状態や健康に対する 

     意識を改めて精査した結果以下の事態を把握した。①国民健康保険の医療費では「糖尿病」・「腎不 

     全」 が毎年上位②糖尿病の一人当たりの医療費が23区で最も高い③糖尿病の腎透析に至る割合が 

     特別区・東京都を上回っている④健康無関心層が少なからず存在し、糖尿病が重症化するまで放置 

背   景     

実施体制 

   
  国の「健康的な生活習慣づくり重点化事業」 

  

 

  

  

   

  

   

  

補助金利用等 

 

 

  

  

 

 

  

  

 

  

  

 

  

 

○ 「糖尿病対策」に重点化 

○ 庁内連携による推進体制 

○ 地域全体のつながりの強化  

キーワード 

 

 ○糖尿病対策に重点を絞り、以下の3点を基本方針として対策を講じ、区民の生活の質（ＱＯＬ）を向上さ 

  せるとともに、「健康寿命の延伸」と「医療費の抑制」を目指す。①野菜を食べること、野菜から食べる 

  ことを推進②幼児期からの良い生活習慣の定着を推進③糖尿病を重症化させない取組を推進 

 目 的 ・ ねらい 

メインターゲット    

メインターゲットへの周知    

 

 

   

   

 

 

       

       
 

○野菜を食べやすい環境づくり （健康応援部会を年4回開催：政策経営部・産業経済部等で構成する庁内横断的組織） 

  「野菜を食べる、野菜から食べる」の普及啓発を民間企業・団体との協働による仕組みづくり  

 ・普及啓発の協力店「あだちベジタベライフ協力店」（八百屋、スーパーマーケット、飲食店等）の登録の 

  拡大。「ベジファーストメニュー」「野菜たっぷりメニュー」の提供。ステッカーやのぼりを目印にしたPR。 

 ・若い人への周知として、子ども向けのイベント等で医師会等の協力により保護者の簡易血糖検査の 

  実施及びチラシの配布。また、区内大学と協働で野菜からよく噛んで食べる「かむカムランチ」を実施。 

 ・北足立市場・北足立市場協会と覚書を締結。定期的に野菜の販売や「旬の野菜情報」のメール配信。 

○子ども・家庭の生活習慣づくり（こども部会を年3回開催：福祉部、学校教育部、子ども家庭部等） 

 ・幼児期から中学生までの健診等の統計資料の分析 

 ・区の「おいしい給食」の中に「野菜の日」を設け、野菜に親しんでもらうと共に、子どもたちに野菜を食 

   べる効果等を伝える機会を設けている。 

 ・乳児健診や就学時健診で保護者に簡易血糖検査の実施。 

○糖尿病重症化予防対策（重症化予防部会を年6回開催 ：区民部、医師会、歯科医師会等） 

 ・国保特定健診の40～59歳の受診者でHbA1cが7%以上で糖尿病未治療者への家庭訪問指導を実施。 

 ・糖尿病対策への共通理解のために、医師会と共催で医師会会員への説明・研修会を実施。 

○推進員の活動：区長委嘱329名。 

 ・地域住民の代表として、区長から委嘱を受け、選出母体での活動を通じて地域の健康づくりや 

  糖尿病対策を推進し、地域全域に浸透させる中心的な役割を担い活動している。 

事業内容（25・26年度） 
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  ○具体的な成果指標と目標数値を設定し、中間評価、最終評価を実施予定。 

  ○ベジタベライフ協力店が600店以上に増えたことで、区の中でベジタ 

   ベマーク（右図）を見かける機会が多くなった。 

  ○保育園等で「野菜から食べよう」の声かけを繰り返し行うことで、 

   子どもから家庭に広がっている様子が見られる。 

  ○健康づくり推進員の活動に糖尿病対策が意識付けられてきた。  

  
 ○区内地域間での健康格差の縮小。 
 ○区民の１日あたりの野菜摂取量の増加。 
 ○野菜から食べることに糖尿病予防効果がある 
   ことを知っている区民の増加。 
 ○小児生活習慣病予防健診の有所見者の減少。 
 ○むし歯がある子の割合の減少。 
 ○HbA1c 7%以上の区民の割合の減少。 

 

 ○区では重要課題解決のために庁内を横串にした取り組み体制を構築している。 

  区の重要課題の一つである糖尿病対策でも庁内横断的に3つの基本方針別の部会を設置し、 

  活動を実施している。 

 ○過去の国保医療費データを分析し課題を明確にした基本方針と対策を講じている。  

 ○300人以上の健康づくり推進員が糖尿病対策に重点的に取組むことで、地域に広く波及できる。 

  ○糖尿病予防や野菜摂取増加の普及啓発は区の広報室シティプロモーション課のアドバイスを参 

  考に、区民の関心を高めるようインパクトのある内容にしている。 

 ○健康に関心の無い区民も足立区で生活していれば、野菜摂取量が自然と増え、野菜から食べ 

  られるような環境づくりを進めるために、区内の飲食店や中小企業などとの協働を広げることを 

  目指している。 

 ○「糖尿病を悪化させないためにはHbA1cを7%未満に保つことが必要」であることを医師、患者等 

  の共通認識にするために、ポスター等の資料を作成し、医療機関等に掲示を依頼している。 

留 意 点 ・工 夫     

今後の目標 ・ 展 開    

担当者からひとこと 

「健康課題は区のボトルネック的課題」と位置づけられ、衛生部だけでなく

様々な所管が「健康」や「ベジタベライフ」の視点を取り入れ、各事業に取

り組んでいる。今後も各所管が健康や糖尿病対策を意識して 

取り組んでもらえるよう進めたい。 

★健康づくり推進員研修【活動発表交流会】 ★区民まつりでのPR 

  

 ○庁内横断的な取り組み継続のために、 

   成果をわかりやすく区民や庁内に示し 

   ていくことが必要。 

 ○健康無関心層へ向けた環境整備の強化。 

 ○健康づくり推進員が高齢化しているため、 

       今後若い年代への働きかけについては 

       工夫が必要。 
 

課  題    

効  果（事業実績）    

27



　

　

★将来の生活習慣病リスクを抑えるために 

  「歯科口腔保健対策編」も策定 
   http://www.city.adachi.tokyo.jp/kokoro/fukushi-

kenko/kenko/documents/action-plan-shika.pdf 

★足立区糖尿病対策アクションプランの推進体制 ★アクションプランは指標を精査し、２６年９月に改定 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/kokoro/fukushi-
kenko/kenko/documents/action-plan-up.pdf 

（資料）  健康増進事業 足立区糖尿病対策アクションプラン  

★健康あだち２１フォーラ

ムにて健康ブースを担当

する「健康づくり推進員」 

★医師会会員向けに区の糖尿病対策の説明会を実施 

★あだち広報 

H２５年度東京都広報紙コンクール  

「最優秀賞を受賞」 
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平成26年4月現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本木関原● 

南花畑● 

東綾瀬● 
五反野● 

青井● 

大谷田● 

千住本町● 

江南● 

押皿谷● 

扇● 

入谷● 

舎人● 

栗原北● 

花畑● 

保塚● 
六月● 

西伊興● 

加平● 

梅島● 

梅田● 

神明● 

栗島

佐野● 

六木● 渕江● 

大谷田谷中● 
西新井● 平野● 

島根● 

東伊興● 

伊興● 

加賀● 

江北● 

興本● 

鹿浜● 

綾瀬● 
弘道● 

千住柳町● 

長門● ●東和 
●中央本町 

●西新井本町 

新田● 
西新井栄町● 

千住河原町● 

●千住あずま ●   区内住区センター 
  保健所・保健総合センター 

花保● 

 

桜花● 

★ベジタベライフ協力店へはのぼりやステッカーを 

  提供し、店頭でPR 

 

★協力店貼付用 

   ステッカー 

★のぼり 

★健康づくり推進員マップ（活動拠点） 

足立区の特産品、小松菜マーク

が目印です！ 

★簡単野菜レシピ（ホームページ掲載） 

 79レシピを掲載（平成26年2月末） 

 「100円以内」、「10分以内」など、 

  目的によって検索しやすく工夫。  
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 ○広報しながわ、地域・文化センター、図書館等でポスター掲示、ちらしや申込用紙の配布など。    

  健康大学卒業生や健康づくり推進委員へメインターゲットへの勧奨依頼の通知を送付。     

              

 ○主管部署：保健センター3か所。事務局は品川保健センター（事務2名、保健師3名、栄養士1名） 

   実施には他20名以上の職員（栄養士、保健師、歯科衛生士、健康運動指導士、理学療法士）が関わる。 

 ○連携団体：企画委員として、卒業生約20名と共同運営。 

 

 ○おおむね20～60代の区内在住在勤の方 

担当部署:品川区保健所品川保健センター  

住   所：品川区北品川3-11-22  
電   話： 03‐3474-2225 
ホームページ：
http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/hp/menu
000008500/hpg000008408.htm 

健康大学しながわ       （開始：平成21年度） 

 品川区    ～仲間と一緒に健康づくりの輪を広げよう～ 

            人口  372,077 人 （Ｈ27.1.1 現在)      老年人口割合 21.04 % （Ｈ27.1.1 現在） 

 ○区内全3保健センター開催の各種病態別健康教室には、主に高齢の女性が各センターで参加して 

   いた現状を踏まえ、ポピュレーションアプローチとしての健康教室を合同開催とした。 

  ○若年層や男性を増員することで、年齢や性別に偏らない幅広い住民が、地域の健康づくりに主体的 

   に取組む仕組みづくりを目指した。 

 ○区内町会・自治会等から推薦される「健康づくり推進委員」を補佐し、地域に根差した柔軟な健康づ 

   くり 活動を目指した。 

背   景     

実施体制 

メインターゲット    
  国の健康増進事業 

  

 ○募集方法：申込様式に記入、品川保健センターへの持参か郵送受付 

 ○定 員：40名下記の全てにあてはまる人 

           ①70歳未満のかた。②医師に運動を制限されていない 

           ③地域の健康づくり活動に関心がある。 

 ○費 用：5,000円 

 ○講 座：6～12月全17回 平日夜間や土曜日に主に開催 

 ○カリキュラム：4分野  

           ①運動講座（全6回） ②健康探求講座（全4回 テーマ別に5グループ活動） 

           ③コミュ二ケーション講座（全2回） ④公開講座（全5回） 

 ○卒業後予定：企画運営委員活動：次年度の大学運営に参加 

           地域健康づくり研究グループ：地域での健康づくりについて考え、出張型健康学習等を 

           実践し自主的に活動していく 

      

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

事業内容 

補助金利用等 

メインターゲットへの周知 

 

 

  

 

 

 

     

 

 

 

 

 ○全17回4分野のカリキュラム 

 ○健康探求講座で成果発表 

 ○卒業後に地域で自主活動 

キーワード 

 

 ○「区民健康づくりプラン品川」では、健康寿命の延伸を図るために、区民一人ひとりが主体的・自発的 

  に取り組む健康づくり活動を支援している。活動に必要な知識と技術を学び、卒業後には自主グルー 

  プ活動や出張健康学習の実施等を通じて地域で多様な健康づくり活動を行う人材を育成する。 

 目 的 ・ ねらい 
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。 

 

 ○H21～24年度は定員を上回る応募があり、卒業者は200名を越えている。卒業者は企画運営委員会に 

  参加し、健康大学しながわの運営の支援や、「しながわすまいるネット」による情報発信を行った。 

  http://genki365.net/gnks16/mypage/index.php?gid=G0000484 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ○応募者減に対する周知方法の見直し。  
 ○卒後の自主グループ活動を支援していく 
  ための体制づくり。 
 ○卒業生の活動の一つとして地域健康づくり 
  推進委員としての活動につなげていきたい。 

 

 ○地域の健康づくりのリーダーでなく、ファシリテーターとしての育成。 

  既存の健康づくり推進委員と棲み分け、多様で自主的な活動を目指す。 

 ○町内会・自治会からだけでなく、地域の実情を考え全ての地域住民が参加しやすい仕組みをつくった。 

 ○若年者の参加増をねらい、主に平日夜間、土曜日にプログラムを開催。 

 ○受講料は施設使用料であり回数券となるので、大学終了後の運動継続のツールにもなっている。 

     有料の方が、参加者の意欲や継続率が高くなる傾向があると考える。 

 ○仲間づくりや卒業後の自主グループ活動を狙って、テーマ別研究のグループ活動、卒業式にテーマ 

   別発表会を設けている。 

 ○しながわ健康大学学長は区長で卒業式に出席するなど区で取り組むことで士気を上げていく。 

○H25・26年度の大学入学希望者の減少。 

○卒後の地域活動へのスムーズな移行や自立化 

 の体制や仕組み作りの工夫が必要。 

○卒業生の活動は、卒後の自主グループによる 

   健 康教育の回数や受講者のみを実績としてみ 

  るだけでなく、卒後すでに地域で活動している 

  方々の状況を把握し、評価することが必要。 

留 意 点 ・工 夫     

課  題    今後の目標 ・ 展 開    

ヘルスプロモーションの立場から、区民が自らの健康改善

に取り組む主体的な健康づくり活動の支援を意識した。 

年度 定員 応募者数 入学者数 卒業者数 実施回数 受講者（延べ）

21 40 172 56 50 22 1,740

22 40 51 51 44 22 1,078
23 40 54 51 44 23 1,207
24 40 53 51 45 22 1,311

25 40 35 30 28 22 1,131

計 365 239 211 111 6,467

★健康大学しながわ 入学式 ★卒業生の紙芝居による活動 

効  果（事業実績）    

担当者からひとこと 
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★平成26年度 募集ちらし 

（資料）  健康大学しながわ 

★平成26年度 品川大学の概要と流れ 

★平成26年度 健康探究講座の発表の様子 
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★卒業生の自主グループ 

★平成26年度 

カリキュラムと卒後 

グループ名 グループ名

活動日 活動日

活動場所 活動場所

メンバー メンバー

会費 会費

その他 その他

グループ名 グループ名

活動日 活動日

活動場所 活動場所

メンバー メンバー

会費 会費

その他 その他

グループ名 グループ名

活動日 活動日

活動場所 活動場所

メンバー メンバー

会費 会費

その他 その他

グループ名 グループ名

活動日 活動日

活動場所 活動場所

メンバー メンバー

会費 会費

その他 その他

１０００円／年

随時メンバー募集中

「いつまでも、元気でいようね！」が合言葉。音楽に合
わせ楽しいロコトレをご一緒に…。

 

健康大学しながわ　地域健康づくり自主グループ

もったいない塾

手芸＆会議：第2，4金曜日、午前中

活動：年約20回のうち都合の良い日

手芸＆会議：ウェルカムセンター原

:活動場所：小学校すまいるスクール

10人

27年度は研修後メンバー登録

助成金を活用した活動です。この活動を、別団体、別
資金で運営する事も可能です。独自に始めたい人、内
容を変えて活動を開発したい人にも、研修でknow-
howを提供します。

健康大学しながわ　地域健康づくり自主グループ

ロコモネット
月例会第3火曜日/随時親睦会

/社会貢献行事

第５地域センター・きゅりあん３階他

５人

健康大学しながわ企画 健康大学しながわ　地域健康づくり研究グループ

企画運営委員会 紙芝居グループ
毎月第１火曜日　（定例会）
随時、講座実施日

お声を掛けて頂けたら何時でも

品川保健センター
講座実施会場

何処へでも参ります。

21人 9人

所要時間は10分～15分です。

（１）健康大学講座実施サポート
（２）公開講座、卒業生による地域活動の広報
（通信発刊、しながわすまいるネットHP）
（３）委員親睦会の実施

加齢に負けないで、健康な楽しい生活の提案を手づく
り紙芝居を使い、パフォ―マンス致します。

健康大学しながわ　地域健康づくり研究グループ 健康大学しながわ　地域健康づくり研究グループ

ShinagawaH2 (Happy&Heal th) ここ　から・スマイル
原則　毎月第4水曜日(定例会) 随時

集会所など希望の場所 依頼者の希望の場所

９人 12人

随時メンバー募集中 どこにでも出前可

メタボとロコモを予防しよう！
いつでも・どこでも「品がら体操」始めてみませんか？

生活習慣のバランスチェックで「健康寿命」を伸ばし、
指体操を一緒にやって「いきいき脳」を鍛えましょう！

健康大学しながわ　地域健康づくり研究グループ 健康大学しながわ　地域健康づくり自主グループ

品川口楽縁 楽食隊
原則毎月第2土曜日

集会所など

8人

毎週火曜日・金曜日
１１：００から１５：３０

大井町楽食亭

6人

研修費3000円（以降活動は有償）

随時メンバー募集中。平日日中の活
動が可能な方大歓迎。

食べる、飲む、笑う、喋る、歌う、小顔になるetc。口
は、「健康の源」。お口から元気で楽しくのご縁を大切
にしています。ウィークデーに活動可能な方、大歓迎。

１０００円／年

2日前までに参加連絡要

ゆったりした時間と軽食を提供致します。また、一緒に
調理したい方は、早めに来店下さい。スローガンは、
協調理・供食です。

★健康な身体づくりのため「品がら体操」を実施 

★脳を鍛える指体操 
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